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事業所名及び代表者氏名

: 北日本総業 株式会社

: 代表取締役　湯藤　学

所在地　(認証範囲における事業所名とその住所)

本　社 : 北海道 江別市角山 425番地 5(発行日現在)

角山リサイクルセンター : 北海道 江別市角山 178番地 27

石狩工場 : 北海道 石狩市花川東 32番地 14

環境管理責任者　氏名及び担当者連絡先

: 取締役営業部長　　相馬　干城 （発行日現在）

: 北海道 江別市角山 425番地 5　(本社)

: TEL　(011) 807-5578 : FAX　(011) 807-5587

事業内容の概要 (認証範囲における業務範囲)

: 特定建設業　(とび 土工・土木・建築・解体)

: 産業廃棄物収集運搬業

: 特別管理産業廃棄物収集運搬業

: 産業廃棄物処分業(中間処理)

: 再生材販売
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１．組織の概要



事業の規模

情報公開項目

① 法人設立年月日 : 昭和 39 年  8月 17日

② 資本金 : 5,000万円

③ 組織図

（発行日現在）

１．EA２１環境マネジメントシステムの実施及び管理に不可欠な資源の提供、資源には、

　 人的資源及び専門的な技能、技術並びに資金を含む

２．環境方針の作成

３．環境管理責任者の任命

４．全体の評価と見直しの実施

≪取締役営業部長　相馬　干城≫

１．EA21に従った環境マネジメントシステムの要求事項の確立、実施、維持

２．代表者（社長）への実績報告を含む見直しのための報告

３．EA２１環境マネジメントシステムの運用実施
４．環境活動レポートの作成責任
１．環境管理責任者のサポート

２．環境管理責任者の指示による文書・記録の作成

３．文書・記録の管理

１．EA21環境マネジメントシステムの運用実施

２．環境管理責任者の指示による文書・記録の作成

④ 許可の内容

許可証及び、収集運搬車両一覧表の写し参照
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活動規模 単位 2022年度

売上高 万円 77,760

従業員 人 25

中間処理量 ｔ 43,596

収集運搬業 ｔ 359

工事件数 件 160

石狩工場敷地面積 ㎡ 4,419

中間処理施設敷地面積 ㎡ 25,899

 各事務局責任者

6 .

 角山リサイクルセンター

 責任者　リサイクルセンター課長　峯西　太

 各事務局責任者

 石狩工場

社長 取締役  責任者　工事部係長　菊地　雄二

 各事務局責任者

 本　社

 責任者　営業部課長　山本　大輔

環境管理責任者(MR)

相馬　干城

事　務　局

 　平野 恵久子

各担当責任者

構成要素 役割、責任及び権限

代 表 者

≪社長≫会社を代表し、会社業務の全ての執行を統括する

環境管理責任者

(MR)

事 務 局



⑤ １．中間処理施設 概要処理フロー（がれき類）

【前処理作業】

・破砕重機にてコンクリート等を

　小割して鉄筋等を取り除く。

・取り除いた鉄筋等は保管場所

　に集積する。

【破砕作業】

・前処理終了後、コンクリート等

　をジョークラッシャーに投入し

　破砕する。

【製品として売却】

・破砕後、製品として各建設業者等

　に売却する。

コンクリート再生材 (40-0mm)

コンクリート再生材 (80-0mm)

アスファルト再生材 (40-0mm)

鉱さい 再生材 (40-0mm)

ズリ(破砕により粉状になったもの)

 1,200 t / 日(８時間)
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処理能力

受入計量後 保管場所に集積

受入品目

　がれき 類

・有筋コンクリート ・アスファルト

・無筋コンクリート ・鉱さい ガラ



⑤ ２．中間処理施設 概要処理フロー（木屑・樹木 伐根材）

【前処理作業】

・木屑等は受入れ後、板材と角材に

　分別し集積する。

・樹木 伐根材は乾燥させた後、土等

　を除去し、細かく切断する。

【破砕作業】

・重機で木屑・樹木等を2軸破砕機

　に投入する。

【製品として売却】

・破砕後、チップ製品として日本

　製紙に売却する。

・角材は各引取り施設に売却する。

 43.2 t / 日(８時間)
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処理能力

受入品目

木屑類(解体工事で発生したもの)

・木 屑 (板材・角材等)

・樹木及び伐根材

受入計量後 保管場所に集積



⑤ 3．中間処理施設 概要処理フロー（石膏ボード）

【選別作業】

・石膏ボードは受入れ後、石膏ボー

　ド資源化施設にて選別。

【保管】

・リサイクルできるものは石膏ボード

　資源化施設にて保管、リサイクルで

　きないものは元の保管場所にて保

　管する。

【リサイクル施設へ】

・保管後、石膏ボードのリサイクル施

　設「㈱公清企業　第２エコパーク」

　へ運搬し、再度原料化する。
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受入計量後 保管場所に集積

受入品目 ・石膏ボード(解体工事で発生したもの)



⑥ 受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量等（2022年度 実績）

R4.4～R5.3月
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中間処理後の処分量 合計　 t

t

t

再資源化等

t

t

t

t（ⅳ）中間処
理後の産業

廃棄物

最終処分

t

t

再資源化量 小計　 t

t

最終処分量 合計　 t

（ⅲ）最終処分

t

t

t 12,965.59

再資源化量(ｺﾝｸﾘｰﾄ・がれき類) 小計　 t 30,630.74

中間処理 合計　 t 43,596.33

がれき類 路盤材化 t 10,857.12

再資源化等

t

再資源化量(木くず・鉱滓) 小計　

うち
鉱　滓 路盤材化 t 25,513.67

コンクリートがら 路盤材化 t 5,117.07

鉱さい 破砕 t 10,857.12

木くず チップ化 t 2,108.47

t 25,513.67

がれき類 破砕 t 5,117.07

収集運搬量 合計　 t 359.18

（ⅱ）中間処理

木くず 破砕 t 2,108.47

コンクリートがら 破砕

t 312.49

がれき類 t 34.54

（ⅰ）収集運搬

廃棄物の種類 処分方法等 単位 処理量

木くず t 12.15

コンクリートがら



近来、私共建物解体業に対する社会的関心は、かつて無い高まりを見せております。

その最大の理由は、私達人類にとってかけがえの無い地球の環境汚染に、直接・間接的に

  極めて深いかかわりがある為でございます。

建設廃棄物は、社会全体の産業廃棄物の中で大きな排出割合を占めております。同時に、

  資源として再利用可能なものでもあります。

従来の処理方法の一大転換を計り、可能な限りリサイクルすべきであり、その行為が、

  直ちに地球環境の汚染を防ぎ、山林保護に直結する事を認識しなければなりません。

我社は、建設廃材のリサイクルを通じ、社会的要請に答えると同時に、“地球にやさしい

  企業”を目指し最善の努力を致す所存でございます

１．事業活動に係わる環境影響を認識し、汚染の予防に努め、環境マネジメントシステムの

継続的改善を図る。

２．当社の事業活動に係わる、環境に関する法律・条例及び当社が同意するその全ての要求

事項を順守する。

３．環境経営目標を定め、事業活動の中において実施状況とその結果を確認し、見直しを

行い環境保全の維持向上に努める。

４．解体業及び廃棄物処理業を行うにあたり、最大限環境に配慮した取り組みを行う。

５．全従業員への環境教育を行うことによって、環境保全に対する意識の高揚を図る。

６．リデュース（廃棄物発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（原材料再利用）の

促進を行い、環境への負荷の低減及び有益な環境影響を推進する。

７．事業活動においては、資源・エネルギー、水資源の削減に、全従業員が積極的に取り組む。

 ※　この環境方針は全従業員に周知すると共に、社外に開示する。

2020年 4月 1日

7 代表取締役社長　湯藤　学

　環 境 理 念

２．環 境 経 営 方 針

北 日 本 総 業 株 式 会 社
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環境方針 責任者 手段（活動内容） 基準年 2022年目標 2023年目標 2024年目標 備考

昼休み消灯

佐藤 空調温度の適正化 前年 　2021年度の 　2022年度の 　2023年度の

（冷房28℃・暖房23℃） 　1%削減 　1%削減 　1%削減

必要ない照明の間引き

暖房設定温度23度

佐藤 残業削減 前年 　2021年度の 　2022年度の 　2023年度の

　1%削減 　1%削減 　1%削減

点検整備の実施

峯西 アイドリング時間の削減 前年 　2021年度の 　2022年度の 　2023年度の

作業効率の向上 　現状維持 　現状維持 　現状維持

タイヤ空気圧・車両点検

峯西 アイドリングストップ 前年 　2021年度の 　2022年度の 　2023年度の

効率的なルートの選択 　1%UP 　1%UP 　1%UP

省エネ運転

2023年度からﾘｻｲｸﾙ率

峯西 選別作業 前年 　リサイクル率の 　2022年度の 　2023年度の を前年の5％UPに

　向上 　リサイクル率5%UP 　リサイクル率5%UP 目標設定した。

営業力の強化 2023年度より受注率の

相馬 書類関係の電子化 前年 新たに設定した目標 　2022年度の 　2023年度の 向上を前年対比できる

能率化による工期短縮の提案 のためデータ取 　3%向上 　3%向上 ように見直した。

点検・整備の実施

峯西 燃費のよい重機の採用 　2021年度の 　2022年度の 　2023年度の

工事の効率化 前年 　1%削減 　1%削減 　1%削減

作業ミスの防止

アイドリングストップ

・ 本社事務所は２０２０年７月に移転が決定しており、移転先賃借物件は電気・水道・ガスは賃貸でメーターが独立していない為、手順を守ることとし、目標は設定しない。

・ 資材置場は作業員の集合場所となっているが、日中は無人となり水道光熱使用量は微小の為目標は設定しない。

・ 角山リサイクルセンターは水道設備はない。

・ 角山リサイクルセンターの水使用は地下水を粉塵対策に使用しており、地元対策として削減できない為目標は設定しない。

・ 本社事務所は２０２０年７月に移転が決定しており、　一般廃棄物は他社(大家)と共同で排出し費用も家賃に含まれている為、目標設定しない。
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収集運搬車両　軽油燃費
前年比１％UP

石膏ボードリサイクル率の向上
（本業に関する目標）

（土木建築部門、産廃部門）

解体工事受注件数（受注率の向上)
前年比3％増

自ら提供
するサービ
スの環境
性能の向

上

重機燃料使用量（売上1000万あたり）
前年比１％削減

解体工事　　受
注件数UP

廃棄物削減
（自社排出分）

３．環 境 経 営 目 標

目標 

地球温暖
化防止

（二酸化炭
素削減）

角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　電気使用量
前年比１％削減

角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　暖房用灯油
前年比1％削減

角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　処理プラント　発電機
処理量 ｔ あたり燃料（灯油）

現状維持



達成率
単位 累計 累計 累計 累計 累計 累計 累計 累計 累計 累計 累計 累計 （年間）

2021年 337 456 793 133 926 139 1,065 174 1,239 91 1,330 146 1,476 104 1,580 210 1,790 770 2,560 364 2,924 195 3,119
2022年
目標 334 451 785 132 917 138 1,055 172 1,227 90 1,317 145 1,462 103 1,565 208 1,773 763 2,536 360 2,896 193 3,036

2022年
結果 153 117 270 118 388 163 551 114 665 93 758 102 860 111 971 223 1,194 446 1,640 456 2,096 291 2,387

達成率 45.8% 25.9% 89.4% 118.1% 66.3% 103.3% 70.3% 107.8% 107.2% 58.5% 126.7% 150.8% 78.6%

評　価 〇

2021年 419 111 530 530 530 530 530 344 874 442 1,316 1111 2,427 831 3,258 950 4,208 933 5,141
2022年
目標 415 110 525 525 525 525 525 341 866 438 1,304 1100 2,404 823 3,227 941 4,168 924 5,092

2022年
結果 343 343 343 343 343 343 285 628 406 1,034 882 1,916 480 2,396 938 3,334 454 3,788

達成率 82.7% 83.6% 92.7% 80.2% 58.3% 99.7% 49.1% 74%

評　価 〇

2021年 1.64 0.92 2.56 0.89 3.45 0.61 4.06 0.45 4.51 0.54 5.05 0.65 5.70 0.51 6.21 0.58 6.79 1.90 8.69 1.80 10.49 4.85 15.34
2022年
結果 0.74 0.46 1.20 0.61 1.81 0.86 2.67 0.59 3.26 1.14 4.40 0.86 5.26 0.20 5.46 0.14 5.60 0.07 5.67 0.19 5.86 0.38 6.24

2021年 2.80 2.95 5.75 2.95 2.90 3.13 11.83 2.76 14.59 3.13 2.95 2.91 20.63 2.85 20.68 2.74 2.27 2.25 28.47 2.26 30.73 2.26 2.75
2022年
目標 2.82 2.95 5.77 2.97 2.91 3.16 11.90 2.78 14.68 3.16 2.97 2.93 20.77 2.87 20.82 2.76 2.29 2.27 28.67 2.28 30.95 2.28 2.77

2022年
結果 3.07 2.89 5.96 3.22 3.06 3.14 12.32 3.54 15.86 3.29 3.19 3.35 22.50 3.02 22.45 2.74 2.48 2.45 30.71 2.70 33.41 2.97 3.03

達成率 108.9% 98.0% 108.4% 99.4% 127.3% 104.1% 114.3% 105.2% 99.3% 107.9% 118.4% 130.3% 109.5%

評　価 〇

2021年 7,510 14,480 21,990 34,710 56,700 29,810 86,510 57,510 144,020 118,740 262,760 62,880 325,640 18,710 344,350 63,440 407,790 34,030 441,820 38,180 480,000 71,450 561,520

再資源化 2,600 10,180 12,780 11,610 24,390 8,950 33,340 13,880 47,220 53,470 100,690 34,540 135,230 14,740 149,970 23,390 173,360 17,740 191,100 5,570 196,670 31,200 227,870

再資源化率 35% 70% 33% 30% 24% 45% 55% 78% 37% 52% 15% 44% 41%

2022年 128,540 12,000 140,540 8,980 149,520 8,650 158,170 11,560 169,730 21,390 191,120 60,310 251,430 21,110 272,540 13,380 285,920 4,610 290,530 1,060 291,590 5,780 297,370

再資源化 28,606 34,710 63,316 43,860 107,176 0 107,176 9,532 116,708 12,570 129,278 19,518 148,796 10,245 159,041 13,923 172,964 0 172,964 5,115 178,079 3,474 181,553

再資源化率 61%

評価 〇

2022年 13 17 30 19 49 17 66 15 81 14 95 13 108 17 125 10 135 8 143 8 151 9 160

評　価

2021年 6,474 4,648 11,122 3,932 15,054 6,865 21,919 3,628 25,547 1,436 26,983 3,296 30,279 2,948 33,227 4,316 37,543 9,081 46,624 5,032 51,656 1,125 52,781
2022年
目標 6,409 4,601 11,010 3,892 14,902 6,796 21,698 3,591 25,289 1,421 26,710 3,263 29,973 2,918 32,891 4,272 37,163 8,990 46,153 4,981 51,134 1,113 52,247

2022年
結果 3,153 2,731 5,884 3,041 8,925 2,560 11,485 3,796 15,281 3,177 18,458 5,162 23,620 3,270 26,890 7,515 34,405 9,017 43,422 2,713 46,135 778 46,913

達成率 49.2% 59.4% 78.1% 37.7% 105.7% 223.6% 158.2% 112.1% 175.9% 100.3% 54.5% 69.9% 89.8%

評　価 〇

評価　　前年対比がマイナス(未達成　赤字）が発生した場合、四半期毎に是正及び予防処置をとる。

・ ３ヶ月ごとに自己評価する

・ 年度終了後に１年の評価（総括）を行う

・ 本社事務所は２０２０年７月に移転しており、移転先賃借物件は電気・水道・ガスは賃貸でメーターが独立していない為、手順を守ることとし、目標は設定しない。
・ 資材置場は作業員の集合場所となっているが、日中は無人となり水道光熱使用量は微小の為目標は設定しない。
・ 角山リサイクルセンターの水使用は地下水を粉塵対策に使用しており、地元対策として削減できない為目標は設定しない。

・ 破砕機（発電機　灯油使用量）は破砕量により大きく変動するため目標は設定せず　手順を守ることとする。

・ 本社事務所は２０２０年７月に移転しており、　一般廃棄物は他社(大家)と共同で排出し費用も家賃に含まれている為、目標設定しない。

４．2022年度 環境経営活動計画書

特に急発進・エンジンの空ぶかし禁止を重点に取
組んだ。

渋滞箇所の通行を避けるよう心掛けた。
運航経路を吟味し、目的地までの最短距離を走行
した。

アイドリングを極力少なくするよう心掛けた。アイドリング
が少なくなるよう現場到着の時間を調節した。

着衣での寒さ対策を行いストーブの稼働時間を短く
した。

ジェットヒーター等の暖房機の使用頻度を少なくし
た。着衣も寒さ対策を行った。

評価しない

評価はしないが無駄なアイドリングの禁止を全員
に周知した。

評価しない

アイドリングを極力少なくするよう心掛けた。

評価しない

オイル交換等整備を行い、機械の作業負担をすくな
くした。

評価しない

1月～3月迄は木屑破砕プラントのデーターのみ。
RC破砕プラントは冬季休止

9月

2022年はデータ取 2022年はデータ取 2022年はデータ取 2022年はデータ取

72% 53% 46% 75%

3月

電灯等、徹底して電気使用料を抑える努力をした
換気回数を増やし、エアコンの使用時間を短くした。
着衣も暑さ対策を行った。

外灯や室内灯は業務時間の終了後、速やかに電
源をおとした。

ジェットヒーター等の暖房機の使用頻度を少なくし
た。着衣も寒さ対策を行った。

5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月 2月

重機整備を徹底し、重機の負担を減らすよう徹底
した。

繁忙期で重機の稼働率が高い中でアイドリングス
トップは徹底した。

繁忙期で重機の稼働率が高い中でアイドリングス
トップは徹底した。

暖気運転を少なくするよう徹底した。

総　括（取組結果）

自ら提供す

るサービス

の環境性能

の向上

重機燃料使用量（売上1000万あた
り）

前年比１％削減

自ら提供する

サービス

解体工事受注件数UP　　　　　　（受
注率）前年比3％増

前年度の反省からアイドリング
の停止や暖機運転の停止、無
駄な作業の排除を徹底した結
果、目標は達成出来た。来年
度も引き続き目標達成を目指
す。

達成率
（前年比
1％削減）

達成率
（前年比
1％削減）

無駄な作業もなく発電機に負
担もかけず効率的な作業がで
きた。

ℓ

スケジュール 4月
環境方針

残業削減以外、暖房設定温度・不使用の部屋の
暖房停止等は実施できた。

件

地球温暖化
防止

（二酸化炭素
削減）

角山リサイクルセンター
電気使用量（売上100万あたり）全年

比１％削減

目標 

角山リサイクルセンター　　暖房用灯
油　　前年比1％削減

角山リサイクルセンター　処理プラン
ト 発電機　処理量 ｔ あたり燃料

（灯油）　現状維持

収集運搬車両 軽油燃費
前年比１％UP

廃棄物削減

（自社排出分）

石膏ボードリサイクル率の向上（本業
に関する目標）（土木建築部門、産廃

部門）

ｋｇ

現場での分別を徹底した。
分別できない状態を避けるため水濡れ対策に留意
した。

ｋｗｈ 前年度に引き続き環境活動の
取組みを全員が順守し目標を
達成できた。来年度も引き続き
継続していきたい。

達成率
（前年比
1％削減）

分別できない状態を避けるため水濡れ対策に留意
した。

現場での分別を徹底した。

現場で作業スピードを求めると
分別が雑になり、リサイクルに
回せないボード類が多々発生
した。工程や人員に配慮し、来
年度は本年度以上のリサイク
ル率を目指す。

再資源化率（年
間）

再資源化率（年
間）

評価しない

昨年度の反省から目標温度設
定はそのままにし、ストーブの
稼働時間を短くしたり着衣を工
夫した。

評　価

ℓ

ℓ

ｋｍ/ℓ

（3ヶ月累計/3）3ヶ月平均 （6ヶ月累計/6）6ヶ月平均

前年度の反省からアイドリング
の停止や暖機運転の停止、無
駄な作業の排除を徹底した結
果、目標は達成出来た。来年
度も引き続き目標達成を目指
す。

達成率
（前年比
1％削減）

本年度はデータ取り。来年度か
ら受注率の増加を目指す。
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160件

（9ヶ月累計/9）9ヶ月平均 （12ヶ月累計/12）12ヶ月平均



当社は、地球環境の保全が世界共通の重要課題の一つである事を認識し、事業活動の

あらゆる面で環境の保全に配慮した活動に取り組み、地球環境に与える影響を的確に把握し、

環境汚染の防止と環境負荷低減のための活動を継続的に実施します。

（1）電気使用量・暖房用灯油使用量の削減

①  暖房は室内温度２３℃を目安とする。使用していない会議室等は暖房を止める。

②  冷房は室内温度２８℃を目安とする。使用していない会議室等は冷房を止める。

③  使用していない部屋、トイレの照明は切ること。

④  複写機、ＦＡＸ、パソコンの待機時に省エネモードに設定する。

⑤  長時間、席を離れる場合はパソコンをＯＦＦにすること。

⑥  作業を分担して残業を削減し、定時退社する。

本社は移転先が賃貸物件で、電気・ガス・水道メーターが独立していない為、数値目標を

設定しないが上記取組は継続し、四半期毎に周知と確認を行う。

（2）処理プラント 発電機の灯油使用量の現状維持

①  点検整備の実施。

②  アイドリング時間の削減。

③  全員で作業前打合せをおこない作業効率を上げる。

（3）収集運搬車両 軽油使用量の削減

①  タイヤの空気圧は指定の空気圧を保つ。

②  アイドリングストップ。

③  効率的なルートの選択。

④  省エネ運転の実施。

（4）解体工事受注件数の増加

①  解体工事受注率の向上

②  効率的な営業活動の実施

（5）石膏ボードのリサイクル率増加の活動

①  現場での分別解体の徹底。

②  処分場での分別の実施。

③  異物混入廃棄物の排除。

④  雨濡れ等ないよう建屋内での保管、分別作業。

（6）重機燃料使用量の削減

①  点検・整備の実施

②  燃費のよい重機の採用

③  工事の効率化

④  アイドリングストップ

⑤  全員で作業前打合せをおこない作業ミスを防止する。

（7）社会貢献地域環境活動の推進

①  角山リサイクルセンター周辺区域の清掃活動

②  各種ボランティア活動の参加

※ 木屑リサイクルは活動計画に記載しないが、引続き継続する

＜補足＞管理会社による一括収集の為、又、水使用で角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰは地下水のみで水量ﾒｰﾀｰが

なく、石狩工場では上水・地下水共に使用がないので本社と併せて数値目標を設定しないが、

維持管理としての取組（省ｴﾈ、節水、裏紙使用等）は継続し四半期毎に周知と確認を継続する

５．主な環境活動計画
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（1）取組み実績 （2022年4月～2023年3月）

目標数値に対しての実績割合

（2）取組み結果と次年度環境経営計画
評価　◎:出来た ○:ほぼ出来た △:出来なかったが原因がわかっている ☓:出来なかった

74.0% 〇
角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ暖房用

灯油前年比1%削減 ℓ 5,141 5,090 3,788

６．環境活動の取組結果と評価及び次年度活動計画

環境活動項目 単位
基準年度 目標数値 実　績

評　価
2021年度 2022年度 2022年度

角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ電気
使用量(100万あたり）月平

均前年比1%削減
kwh 203 201 158 78.6% 〇

〇

燃費による比較の為、数字が大きくて 〇

収集運搬車両軽油使用量
前年比1%削減 ｋｍ/ℓ

2.75 2.78 3.03 109.0%

角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ処理プラ
ント発電機処理量tあたり

燃料(灯油)現状維持
ℓ 1.28 評価しない

〇
（本業に関する目標）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞリサイクル率の向上

再資源化　50％ 61%
561,520

227,870

297,370

181,553

受入量

再資源化
㎏

重機燃料使用量(1000万あ
たり)前年比1%削減 1千万/ℓ 4,398 4,354 3,904

解体工事受注件数UP
（前年比3％増） 件 データ取 160

環境活動項目 取組み項目 評価 評価と環境経営計画

角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ電
気使用量前年比　1%

削減

昼休み消灯 〇

目標達成出来ない月もあったが全員が環境活動を順守し
年間では目標を達成できた。照明の間引きや着衣の工夫
で来年度も引き続き電気使用量を抑えていきたい。

89.7% 〇

角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ暖
房用灯油前年比

1%削減

暖房設定温度23度 〇
ストーブの稼働時間を短くするよう心掛けた。着衣の工夫の
あって目標を達成できた。来年度は事務所の暖房対策とし
て一部改修を検討したい。

不使用の部屋は暖房を止める ◎

残業の削減 ◎

空調温度の適正化
〇

（冷房28℃・暖房23℃）

必要ない照明の間引き 〇

残業の削減 ◎

普段から車輛整備をおこない車輛の負担を軽減するよう心
掛けた。無駄なアイドリングをせず、運搬ルートも検討し目
標を達成できた。来年度は渋滞も考慮した車輛出発時間を
考慮し引き続き目標達成に努めたい。

アイドリングストップ 〇

角山ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ処理
プラント発電機処理量
tあたり燃料(灯油)現状

維持

点検整備の実施 ◎
無駄な作業もなく、整備もきちんとおこない発電機に負担を
かけず効率的な作業ができた。

アイドリング時間の削減 〇

作業効率の向上 〇

受注件数3％増 紙書類関係の電子化 ◎

石膏ボードリサイクル
率の向上（本業に関

する目標）

現場での分別の徹底 〇

効率的なルートの選択 〇

省エネ運転 〇

解体工事受注件数 効率的な営業活動の実施 ◎

収集運搬車両軽油
使用量前年比1%削減

タイヤ空気圧・車輌点検 〇

リサイクル率100％を目指し現場での分別を徹底していく。
工程により作業が散漫にならないよう工程も無理のない計
画をたてたい。雨濡れ等により分別が出来なくなる可能性も
あり保管状況にも気を付けたい。

処分場での分別の実施 〇

異物混入がないか確認 〇

雨濡れのないよう建屋内保管 ◎

アイドリングストップ 〇

本年度はデータ取りだが受注件数を増やすため、営業活
動を効率的に行い、書類関係は電子化に移行する。
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重機燃料使用量
(1000万あたり)前年

比1%削減

点検整備の実施 △ 重機点検の回数を増やし重機の負担が少なくなるよう心掛
けた。新しい重機は燃費がいいので多用した。打合せ回数
を増やし無駄な作業を極力行わないようにした。来年度も
引き続き目標達成したい。

燃費のよい重機の採用 △
工事の効率化 〇



（排出係数 : 北海道電力 0.656kg-CO2/kwh 調整後)

※ 売上げ増に伴う作業量の増加、冬季の積雪による作業時間の増加により目標を

下回る結果となったが、継続して取り組んでいく事とする。

本社 基準値は20年７月迄の前住所での数値。以降は賃貸でメーターが独立していない為、数値目標を

設定しないが、活動計画に基づき手順を守り、四半期毎に周知と確認を行う事とする。

⑧ その他の取組み

社会貢献環境活動の推進として

1)  角山リサイクルセンター周辺区域の清掃活動　(2022年 5月)

⑦ 二酸化炭素排出量

部　門

2021年4月～
2022年3月

2022年 4月～2023年 3月環境負荷項目

（単　位）
基準値 環境目標 目標増減率 実　績 実績増減率 結　果

電力使用量
(kg-CO2)

合　計 16,544.98 16,379.53

-1%

14,352.62 -13.0%

-8.6%

104,820.94 -6.9%

555,234.09

石狩事務 2,619.41 2,593.22 2,393.74

角山処分場 112,544.51 111,419.06

二
 

酸
 

化
 

炭
 

素
 

排
 

出
 

量

二酸化炭素
排出量合計
（kg-CO2）

総合計 730,349.05 711,330.39

-1%

834,428.11

36.4%

98,618.94 97,632.75 92,862.06

燃料使用量
(kg-CO2)

-1%

820,075.49

14.3%

石狩事務 2,629.37 2,603.08 2,401.90 -8.7%

402,876.26 555,234.09

合　計 713,804.08 706,666.04

―

ダンプ・4t 196,395.95 194,431.99 161,045.46 -18.0%

本　社 ―

―

本　社 ― ―

重機 406,945.72 402,876.26

―

-14.1%

本　社 11,833.51 11,715.17 10,925.72 -7.7%

14.9%

-5.8%

石狩事務 9.96 9.86 8.16 -18.1%
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今後もこれらの活動を継続していきます。

ダンプ・4t 196,395.95 194,431.99 161,045.46 -18.0%

灯油・ガソリン
軽油・LPG

【 ① 角山リサイクルセンター周辺区域の清掃 】

重機 406,945.72

36.4%

―

角山処分場

角山処分場

13,925.57 13,786.31 11,958.88



　環境関連法の違反はありません (関係当局より違反等の指摘はありません)。また、環境に関する

苦情・訴訟についてもありません。

（主な環境関連法令）

・ 廃棄物処理法

・ フロン排出抑制法・改正フロン排出抑制法(2020年 4月1日施行)

・ 建設リサイクル法

　当社は、建物解体工事を主体として、自社物、他社物を含め産業廃棄物中間処理も行っている。

建物解体工事及び産業廃棄物中間処理は共に環境に密接に関係する事業であることから、

2020年4月から環境負荷低減及び有益な環境影響を推進することを目的として、

EA21環境マネジメントシステムに取組んでおり、事業を行う上で環境に配慮した活動を取り入れ、

徐々に実績を重ねてきていると評価する。

　周辺地域の清掃活動など地域環境保全に配慮した活動を、年間計画に立案する等、

環境に配慮した活動が充実してきていると評価する。

　解体工事から発生した産業廃棄物も中間処理を通じて再資源化にも取り組んでいるが、

業界や地域社会の状況は変化のスピードが一層加速している。

　そのためにも、当社が日頃行っている仕事内容についても、営業活動方法、工事施工方法、

廃棄物処理方法、販売管理システム、労務管理など、時代の変化に対応すべく常に情報収集、

対策の検討、実施、見直し等、PDCAに通じる活動を行っていく必要がある。

　今年度については、販売管理システムの導入によるデータ管理の共有化、簡素化、また、

アンドパット導入により工事現場の管理及び見える化を進めており、将来的に作業効率が

上がってくると評価している。

　各部署において、目標を設定し目標達成に向けて取組んでいることは評価できる。

　地球温暖化防止についての取組は各部門の取組は実態にあう内容であり評価できる。

角山処理センター処理プラント発電機処理量当たり燃料現状維持については取組内容に

ついて評価しないとあるが、せっかく取り組んでいるのであれば、評価対象にするよう求める。

７．環境関連法規の順守結果・違反、訴訟等の有無

８．代表者による全体評価と見直しの結果

【2022年度全体評価】
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環境経営目標の設定方法及び設定値について検討の余地がある。

また、四半期ごとに目標に対しての達成状況を監視すると共に、実態にあわない目標であれば

その時点で見直しするなどの仕組みづくりが必要と考える。

　地球温暖化防止（二酸化炭素削減）角山資材センター処理プラント発電機処理量１トンあ

たりの燃料使用量は現状維持であったが、データも蓄積されていることから、次年度は具体

的な目標設定する必要がある。

解体工事に使用する重機車両等、現場の作業内容や業界の状況変化に伴い新たな技術や

機械、設備の導入等も検討していく必要がある。

また、中間処理施設についても同様であり、目標設定についてはエネルギー関係に留まら

ず、当社が将来に向けて取組むべき内容についても目標設定するよう取組むことを望む。

それについては、単年度にこだわらず、複数年の目標となることも含め取組むようお願い

します。

・ 環境方針の改訂は 現状どおりとする。

・ 「木屑リサイクル100％」から解体工事受注件数の増加（3％）を目標に変更する。

・ 環境活動計画(手順、スケジュール、責任体制等)は 現状どおりとする。

・ 環境経営システムは 現状どおりとする。
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　【見直しについて】



・ 建設業許可通知書

・ 産業廃棄物処分業許可証

・ 産業廃棄物 収集運搬業許可証

・ 産業廃棄物 運搬車両一覧

・ 特別管理産業廃棄物 収集運搬業許可証

・ 特別管理産業廃棄物 運搬車両一覧

９．許可証及び収集運搬車両一覧表の写し
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